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No. 17 {1972} 

ン科，キキョウ科およびキク科植物の根または根茎から得られたフルクタ Yと異なる新しい系列

に属する．

植物粘質物（第7報〉

Odoratanおよび Falcatanの部分酸水解成績体

友田正司，中塚里美，佐藤訓子

（日本生薬学会 長崎大会（1972年 11月）で発表）

〔目的〕 アマドコロの根茎（萎荏）およびナルコユリの根茎（黄精）からそれぞれ得られた粘

質多糖類 Odoratanおよび Falcatanの性質は第2報と第5報で報告した．両者の分子量，比

旋光度，比粘度は類似し構成糖の種類も同様であるがそのモノレ比は異なり，前者は Fru:Man: 

Glc: GalUA=6: 3: I: 1.5，後者は Fru:Man: Glc: GalUA=25: 10: 5: 1である．従来多

糖類構成糖としてのブノレクトースは，それを 90%以上含む比較的低分干の多糖類に存在するこ

とが特徴とされていたが， Odoratanと Falcatanは他の構成糖も多く含み，かつ高分子多糖類

であることは興味深い．スミス分解による研究結果から，両者の差は構成単糖モノレ比の相違にあ

るだけではなく，結合様式の相違があることが考えられるが，本報では丙多糖類を酸部分加水分

解して得られた数種の少糖類、の構造について報告すると共に，原多糖類中のアノレドヘキソース鎖

の構造を推定する．

〔実験〕 試料を 0.5NH2S04と 90°,2 hr加熱し，中和後濃縮して活性炭カラムクロマトグ

ラフィーを行なった． 水， 5%, 10%および 15%エタノールで、段階的に溶出し， 少糖溶出部

をセファデックス G-15を用いたゲルクロマトグラフィーおよび PPCIこより精製して， TLC 

と TMS化体の GLCによって単一性を確認した． 得られた各少糖類は加水分解物の TLCと

メタノリシス後 TMS化体の GLCで構成糖を知り， NaBH4による還元成績体をメタノリシ

ス後 TMS化して， GLCにより還元末端と構成単糖量比を決定し，還元末端のモノレ比から重合

度を算出した．構造決定には箱守法によるメチル化後メタノリシス成績体の GLCを行ない，通

常の過ヨウ素酸酸化，還元基のプロム酸化後短時間の過ヨウ素酸酸化を経たスミス分解などの手

段も用いた．グリコシド結合の配置は比旋光度測定と酵素分解によって決定した．

〔結果〕 両多糖類で収率は相違があるが，ともに A～F(TMS化体の昇温 GLCにおけるら

JI債の記号）の 6種の少糖類が得られ， Aは 0-1X-o-glucopyranosy 1-

は O伺fJ-o-mannopyranosyl-(1→4)-o-mannopyranose’C は 0-fJ-o-mannopyranosyl由（1→4）司
o-glucopyranose, D は 0-fJ-o-mannopyranosyl同（1→4)-0-1X-o-glucopyranosyl-(l→4)-o-m泊四

nopyranose, E は 0-fJ四o-mannopyranosyl-(1→4）ー0-fJ-o-mannopyranosyl-(1→4)-o-man-
nopyranose, F は 0-fJ拍子mannopyranosyl-(1→4）ー0-{J-o-mannopyranosyl-(1→4）ー0-fJ-o-man-
nopyranosyl-(1→4)-o-mannopyranoseであると決定した．この結果から，両多糖類には…
Man.S→4Man.S→4Man伊→4Man・・・および…Man.S.→4Gk＇→4Man・・・のアルドヘキソース鎖が存在す

ることになる．現在さらに異なる加水分解条件による成績体の検討を行なっており，また多糖類

のメチル化による研究結果から，フルクトースはか2→1結合で存在すると推定されるが，フル

クトース鎖とアルドース鎖との結合様式を解明するために，酵素による部分水解の研究も進めて

つ臼nb
 



いる．

グリセオフルピン生産菌の代謝産物に関する研究：

Growing Cellsにおけるグリセオフルピンの

生合成と代謝の経時的変化（その 2)

佐藤良博，関敏子，正田佐代子

（日本薬学会第92年金（1972年4月）で発表）
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〔目的〕 昨年の第15凹天然有機化合物討論会において， 本研究課題の一部につきすでに報告

を行なったが，今回は Penicilliumu1’ticaeの GrowingCellsにおける griseofulvinの生合成

と代謝につきさらに研究を進め，その後若干の知見が得られたので報告する．

〔結果と考察〕 (I) griseofulvinの代謝； P. urticaeを7日間振滋培養した後に 14c四griseo四

fulvinを添加し，その後2壬時間おきに，菌体および炉液中の uc-griseofulvin量を測定し次の

結果を得た．すなわち 14C-griseofulvin添加後，最初の24時間以内では、F液中では急激な活性
の減少が認められるが，その後は徐々に減少する．一方，菌体中では最初の2日間の内に活性が

最大に達し，後あまり増加は認められなかった． この結果にもとづき griseofulvinの代謝につ

いて考察を行なう．

(2) 卜リチウム酢酸の griseofulvinへの取込み； griseofulvinは酢酸ーマロン酸 unitsか

ら生合成される代表的な抗生物質の一つで、ある. 14C-2－酢酸を前駆物質とした取込み実験につい

てはすでに報告したが，水素が交換される可能性のあるトリチウム酢酸を同様に前駆物質として

用いる実験を行なうことによれ トリチウムの交換の率を算出することが出来るはずである．こ

の考えにもとづ、いてL字型コノレベン 7cc×9 （本）の 7日間振歯培養液に対し， 1.74mCiのト

リチウム酢酸を添加し24時間後に常法により抽出後分析し griseofulvinに 3.38μCi (0.20%) 

の移行があることが証明された．従って doublelabel法による実験を行ないトリチウムの残存

率を測定することを計画している．

グリセオフルピン生産菌の代謝産物に関する研究：

グリセオフルピン同族体のブロム化反応

佐藤良博，関敏子，正田佐代子

（日本薬学会第92年金（1972年4月）で発表）

〔目的〕 Penicillium urticaeを KBrを添加して培養した時， 生成するブロム化物は， 先

の90年会において，物理化学的データ， および部分合成（dechlorogriseoful vinの酢酸中，

Hg(OAc)2存在下， Bらによるブロム化）により， 7-bromodechlorogriseofulvinであることを

報告したが，この研究に関連し， dechlorogriseofulvinおよび griseofulvinを原料として，

NBAによるブロム化反応を行ない，その生成物の構造証明を行なった．

〔結果，考察〕 ① Dechlorogriseofulvinをアセトン中， NBAの存在下， 2時間撹持すると
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